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山形県の日本海側にある庄内地方は 公益 の地域であるとされている。県























































































































































































































































務所の編集協力による観光用フリーペーパー どん・がら （ 年）
は、酒井家と本間家に取材して 松ヶ岡開墾場 庄内藩士の心意気 鶴岡 、本
























な眼 、 慾で釣らうといふ魂胆 愚昧な連中 奸智に長けてゐる 等々と、
軽蔑の気持ちを催させる描写となっている 。
斎藤正一（ ）によれば、庄内史の記述で天保領地替反対運動が積極的に
取り上げられるようになったのは、 （大正 ）年に斎藤美澄 酒井侯本領










して 年に作成した 本間光丘の思想に学ぶ 酒田に本間光丘あり 漫画で
読む 公益の祖・本間光丘 という漫画本がある。 金は金をうむ、徳は得を
うむ という経営哲学、貸す側にも借りる側にもよい借金システム、農民本位
の地主経営などのポイントを挙げて、本間光丘の 偉業 を讃えている。
メモリアル行事の基調講演を担当した童門冬二は 年に 本間さま の
経済再生の法則 欲を捨てよ、利益はおのずとついてくる を刊行した。酒井
家当主と光丘の 地域をゆたかにしたいがための誠心と誠心の結束 、 地域の




童門が参考にした書が 年の鈴木旭 本間光丘 人を活かし金を活かす本
間流ビジネスマインド だそうだが、鈴木は光丘を人格者として描くよりも企












多く出版された。前述の斎藤美澄は、 （大正 ）年に 贈正五位本間四郎
三郎光丘翁事歴 を出している。主に本間家資料によって執筆されたものであ
る。 年に安倍季雄 本間光丘翁 が、 年には堀川豊永 救荒の父 本







を出し、翌年に 本間光丘 荘内平野の開発者 を出した。
参考文献として利用されることの多い佐藤三郎の 酒田の本間家 、 庄内藩






て山居倉庫が妨害に努めていた 年、黒田伝四郎 庄内転封一揆の解剖 が
刊行された。農民を天保義民史観から解放するためにと産業組合から執筆を依
頼された事情については、佐藤幸夫の 庄内転封一揆乃解剖 その出版の背












の藩主の世子忠恕を近習 某 が殺害した状況も詳しい（黒田 ）。注






















































社会の圧迫を強く意識していた彼には、 ワッパ騒動の指導者が 大泥棒 で
はなく、 義民 であることを今こそ明らかにしなければならない （佐藤誠朗
）との痛切な思いがあった。






















）。公開後、 本間家所蔵資料集 全 巻（ 年）、 本間家文書











































豪語する。（鎌形 ）という表現は、本間家の 私益 と地域の 公益
の混同を看破している。
鎌形以外に、菅野他 、荒井 、森他 、渋谷他 が近代の庄内社
会解明に取り組んでいる。これらの研究では、明治以降も藩政期と同様、御家
禄派と本間家が提携して庄内の経済や政治に影響力を発揮した状況が共通理解
となっている。興味深いのは、支配者層の意図が主観的には 私利 や 営利
ではなく、 庄内の産業経済 のためであったり、 数多い士族に職を与え、そ
の職場の永続を図るために、徳義をもってそれに参加する士族の子弟を養成す
































































公益 と教育勅語の関連については、 よみがえる 公益 の碑── 公益 の碑
発見（？）物語 （ 現代と公益 第 号、 ）で指摘した。加えて、石碑が立つ
条件を 公益 の碑後日談 （ 現代と公益 第 号 ）で指摘した。また 公
益 考（一）（ 東北公益文科大学総合研究論集 、 ）では、 公益 が戦前
の小学校教育の皇国史観・国家観の枠組みの中で繰り返し学ばれた言葉であり、批
判力を育てないという問題点を指摘した。松ヶ岡開墾場と山居倉庫を公益的と見な
すことへの疑問は 公益学的歴史学の方法について （ 公益学研究 第 巻第 号、
）で指摘した。
最近刊小松隆二 公益の種を蒔いた人びと 公益の故郷・庄内 の偉人たち 東
北出版企画、 年は、ワッパ騒動の森藤右衛門ら、支配者に対抗した運動関係者
を全く入れていない。
明治 明治 頃の荘内私立中学校時代 中学校を建てるなんて貴様は不埒な奴
じゃ。 と怒鳴って腕力に訴えて迄も之れに妨害を加えようとした事さえある （大
瀬他 ）

















































う 経済集志（日本大学商学部商経研究会） （ 池田正之輔 刊行委員会 反
骨の政治家 池田正之輔 所収 ）
石川正俊 荘内風土記 翼賛出版協会、
石川正敏 庄内風土記 上巻 荘内日報、
五十公野清一 大地主 國文社、
五十公野清一 本間光丘 荘内平野の開発者 日本出版社、










小山孫二郎 明治における地主の農事改良運動──庄内の平田安吉── （ 日本
農業発達史 第五巻、中央公論社、 ）
小山孫二郎 大地主と庄内米の流通──山居倉庫の顛末 （ 日本農業発達史 別
巻上、中央公論社、 ）
斎藤正一 鶴岡百年小史 鶴岡百年の人物刊行会、
斎藤正一 庄内藩の天保飢饉と藩の対応 歴史 （東北史学会） 、
公益考（二）
斎藤正一 天保国替反対一揆 新庄内 （庄内の活性化をはかる会）第 号、
斎藤正一 庄内藩 吉川弘文館、
酒田青年会議所編集 本間光丘の思想に学ぶ 酒田に本間光丘あり 漫画で読む
公益の祖・本間光丘 酒田青年会議所、
佐藤三郎 酒田の本間家 中央企画社、
佐藤三郎 庄内藩 酒井家 中央書院、 （復刊 ）
佐藤三郎 酒田の歴史 東洋書院、
佐藤誠朗 ワッパ騒動と自由民権 校倉書房、
佐藤治助 ワッパ一揆 東北農民の維新史 鶴岡書店、 三省堂（再刊 ）
佐藤幸夫 庄内御料百姓一揆 大山騒動史──余目郷名主の記録より── 大山
騒動史刊行会、
佐藤幸夫 青鞍の淵に水は流れて 北楯大堰開削記 余目町郷土史研究会、
佐藤幸夫 酒田県川南の天狗騒動 大庄屋打ちこわしは庄内藩の密命 余目町郷
土史研究会、




現代史料出版会、 （ 金屋・風間創業二二 年史 風間史料会も同内容）







童門冬二 本間さま の経済再生の法則 欲を捨てよ、利益はおのずとついて
くる 研究所、




細貝大次郎 千町歩地主 本間家の地主経済構造 土地制度史学 第 号、
堀川豊永 救荒の父 本間光丘翁 人文閣、
森武麿・大門正克編著 地域における戦時と戦後 庄内地方の農村・都市・社会
運動 日本経済評論社、
安岡正篤 安岡正篤先生講演集 財団法人東北振興研修所、
公益考（二）
山口白雲 菅臥牛観 不二印刷、
山崎吉雄 本間家と農地改革 経済貿易研究（神奈川大学経済貿易研究所）
（ ）
山田盛太郎 本間家の土地所有について──前期的商人資本・高利貸付資本の地
主的土地所有への転化── 日本学士院紀要 、
